
【目的】好銀性線維鍍銀染色（渡辺の鍍銀法）は細網線維

を染め出す手法として広く利用されている。その染色手技

において、銀の還元にはホルマリン原液が使用されている。

しかしながら、ホルマリンは発癌性を有するため、その使

用は避ける必要がある。我々は以前に銀の還元において、

ホルマリンの代替として D(+)‐グルコース水溶液（以下、グ
ルコース）を用いた場合、細網線維および膠原線維が黒色

に描出されることを報告した。今回、膠原線維の染色性に

ついて追加検討を行ったため、報告する

【材料および方法】肝臓のパラフィンブロックを作製し、

5µmに薄切を行った。渡辺の鍍銀法は、銀還元のホルマリ
ンの代替として 1%グルコース 5分を用いた方法を基準に、
100%アルコールによる銀洗浄の時間（1秒、1分、3分、
5分）による染色性の検討を行った。
【結果】銀洗浄時間 1秒の場合、良好に細網線維を黒色に
描出でき、かつ背景への共染が抑制された一方で、グリソ

ン鞘の膠原線維は黒色を示した。銀洗浄時間が 1分では、
グリソン鞘内部の膠原線維は赤紫色を示したが、グリソン

鞘の辺縁部（限界板の境界部分）は黒色を示した。銀洗浄

時間が 3分および 5分では、1分と差はみられなかった。
【考察】アルコールによる銀の洗浄時間を延長することで、

グリソン鞘中心部は赤紫色を示したことより、膠原線維に

付着した銀粒子の分別に効果的であった。しかしながら、

洗浄時間の延長を行っても、グリソン鞘辺縁部の膠原線維

は黒色を示したことより、これらの改善には銀洗浄以外の

工程に着目する必要性が示唆された。今後、より良好な染

色結果を得るために、さらなる検討が必要であると考えら

れる。
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